
 

 
  
   
 

 平成２６年１０月３０日 
 千葉大学学術国際部研究推進課 

 

千葉大学の研究活動を社会へ発信 

研究成果の見える化 Vol.13 を発行しました。 
 
「研究成果の見える化」とは 
  科学研究費助成事業（科研費）等公的資金により支援された最近の千葉大学における

学術研究成果の一部を、定期的（年２回）に学外に公表・発信し、社会に周知・還元す

るものです。 
  これにより、千葉大学の研究活動の透明性を高めると同時に、本学の研究活動を広く

社会にＰＲしたいと考えております。 
 
＜掲載対象となる成果＞ 
 ・最近のユニークな研究 
 ・報道のあった研究 
 ・大きな賞を受賞した研究 
 ・インパクトファクターの高い学術雑誌に掲載した研究 
 ・実用化に至った研究 
 ・話題性のある研究 など 
＜公表手段＞ 
  千葉大学公式ホームページ（「教育・研究」→「特色ある教育研究」→「研究成果の見

える化」）及び冊子体により公表する。 
＜公表時期＞ 
  １年に２回（４月、１０月） 
＜公表分野＞ 

毎号、「生物系」、「理工系」、「人文社会系」の３分野から、原則として１名の研究成果

を公表する。 
＜公表内容＞ 
 ・研究の背景 
 ・研究の成果 
 ・今後の展望 など 
 
〔参考資料〕 
 １）千葉大学 研究成果の見える化（Vol.13） 別添 

 ２）千葉大学ＨＰ 「研究成果の見える化」のページ 

（http://www.chiba-u.ac.jp/education_research/coe_gp/visualization.html） 

 
 

本件に関するお問い合せ先 
千葉大学学術国際部研究推進課 

Tel：043-290-2156 Fax：043-290-2038 
E-mail：bec2156@office.chiba-u.jp 

 

ニュースリリース 


